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(57)【要約】
【課題】開閉方向にスライドする建具の障子を閉めた状
態で、室内外方向における障子の拘束力を向上させる。
【解決手段】障子２、３が全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置さ
れた状態で、障子２、３の召合せ框２５、３５が互いに
対向する。一対の規制部８、９は、障子２、３の召合せ
框２５、３５に設けられて、第２障子３の召合せ框３５
に対する第１障子２の召合せ框２５の室内外方向Ｓの変
位を規制する。一対の規制部８、９は、召合せ框３５に
対して召合せ框２５が室内外方向Ｓに変位したときに互
いに当接する当接部８Ｃ、９Ｃと、当接部８Ｃ、９Ｃの
それぞれに設けられて互いに係合する外れ止め部８Ｅ、
９Ｅを有する。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開閉方向にスライドする障子を備えた建具であって、
　前記障子が全閉位置に配置された状態で、開閉方向における前記障子の端部と対向する
対向部と、
　前記障子の端部と前記対向部に設けられて、前記対向部に対する前記障子の端部の室内
外方向の変位を規制する一対の規制部と、を備え、
　前記一対の規制部は、前記対向部に対して前記障子の端部が室内外方向に変位したとき
に互いに当接する当接部と、前記当接部のそれぞれに設けられて互いに係合する外れ止め
部と、を有する建具。
【請求項２】
　請求項１に記載された建具において、
　前記一対の規制部の前記当接部は、前記障子が閉方向にスライドして全閉位置に配置さ
れたときに、室内外方向に互いに対向する対向位置に配置され、
　前記一対の規制部は、前記障子の全閉位置に向かうスライドに伴い互いに接触したとき
に、前記当接部をそれぞれの前記対向位置に誘導する誘導部を有する建具。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載された建具において、
　前記一対の規制部の前記外れ止め部は、前記当接部のそれぞれに突出して設けられて、
互いに引っ掛かる状態で係合する突起部であり、
　前記一対の規制部の前記当接部は、それぞれ当接する前記当接部の前記外れ止め部が入
った状態で、前記外れ止め部同士を係合させる係合孔を有する建具。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかに記載された建具において、
　前記一対の規制部は、前記当接部のそれぞれに、互いに係合する複数の前記外れ止め部
を有する建具。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載された建具において、
　前記障子の端部の前記規制部は、前記障子の端部に取り付けられる取付部と、前記取付
部と前記当接部を連結して、前記当接部を前記取付部から離隔した位置に配置する連結部
と、を有し、前記取付部が、前記当接部と前記障子の端部の間に位置する箇所に空所を有
する形状に形成され、
　前記対向部の前記規制部は、前記対向部に取り付けられる取付部と、前記取付部と前記
当接部を連結して、前記当接部を前記取付部から離隔した位置に配置する連結部と、を有
し、前記取付部が、前記当接部と前記対向部の間に位置する箇所に空所を有する形状に形
成された建具。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれかに記載された建具において、
　引き違い状にスライドする一対の前記障子を備え、
　前記障子の端部と前記対向部は、前記一対の障子の召合せ框である建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開閉方向にスライドする障子を備えた建具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建具である引き違い窓では、一対の障子が開閉方向にスライドして、一対の障子により
、枠体の開口部が開閉される。また、施錠装置（例えば、クレセント）が一対の障子の召
合せ框に設けられて、障子を閉めた状態で、施錠装置により障子が室内側において施錠さ
れる。障子を施錠したときには、一対の障子の召合せ框の室内外方向の離隔を防ぐことで
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、障子の室外側の箇所から施錠装置が保護されて、防犯性が確保される。これに対し、従
来、障子移動規制部と開き防止金具により、一対の障子を互いに拘束する建具が知られて
いる（特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載された従来の建具では、障子移動規制部と開き防止金具が一対の障子
の召合せ框に設けられている。障子の召合せ框が室内外方向に変位したときには、一対の
障子の障子移動規制部が互いに当接し、一対の障子の開き防止金具が互いに当接する。し
かしながら、障子の召合せ框に加えられる室内外方向の力の大きさによっては、障子移動
規制部同士、及び、開き防止金具同士が外れることが懸念される。そのため、室内外方向
における障子の拘束力の更なる向上が求められる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１９－６５４８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、前記従来の問題に鑑みなされたもので、その目的は、開閉方向にスライドす
る建具の障子を閉めた状態で、室内外方向における障子の拘束力を向上させることである
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、開閉方向にスライドする障子を備えた建具であって、
　前記障子が全閉位置に配置された状態で、開閉方向における前記障子の端部と対向する
対向部と、
　前記障子の端部と前記対向部に設けられて、前記対向部に対する前記障子の端部の室内
外方向の変位を規制する一対の規制部と、を備え、
　前記一対の規制部は、前記対向部に対して前記障子の端部が室内外方向に変位したとき
に互いに当接する当接部と、前記当接部のそれぞれに設けられて互いに係合する外れ止め
部と、を有する建具である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、開閉方向にスライドする建具の障子を閉めた状態で、室内外方向にお
ける障子の拘束力を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１実施形態の建具の正面図である。
【図２】第１実施形態の建具の縦断面図である。
【図３】第１実施形態の建具の横断面図である。
【図４】第１実施形態の建具を図１のＸ２－Ｘ２線で切断した横断面図である。
【図５】第１実施形態の規制部を示す斜視図である。
【図６】第１実施形態の規制部を示す図である。
【図７】第１実施形態の一対の規制部の当接部同士が当接したときの建具を示す横断面図
である。
【図８】第１実施形態の一対の規制部の当接部同士が当接したときの建具を示す横断面図
である。
【図９】第１実施形態の建具の障子が閉じるときの例を示す横断面図である。
【図１０】第１実施形態の建具の障子が閉じたときの例を示す横断面図である。
【図１１】第２実施形態の建具に設けられた規制部を示す図である。
【図１２】第３実施形態の建具に設けられた規制部を示す図である。
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【図１３】第４実施形態の建具の横断面図である。
【図１４】第５実施形態の建具の横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の建具の一実施形態について、図面を参照して説明する。
　本実施形態の建具は、開閉方向にスライドして開閉するスライド式の障子を備えた建具
であり、建物の開口部に取り付けられて、建物の室内（屋内）と室外（屋外）の間に設置
される。以下、建具の複数の実施形態について順に説明する。
【００１０】
　（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態の建具１の正面図であり、室内側からみた建具１の概略構成を示
している。図２は、第１実施形態の建具１の縦断面図である。図３は、第１実施形態の建
具１の横断面図であり、図１のＸ１－Ｘ１線で切断した建具１の断面を示している。
　図示のように、建具１は、引き違い窓であり、引き違い障子である開閉可能な一対の障
子２、３（第１障子２、第２障子３）を備えている。また、建具１は、障子２、３に取り
付けられた施錠装置４と、障子２、３を囲む枠体５と、障子２、３の室外側でスライドす
る網戸６と、障子２、３の室内外方向Ｓの変位を規制する規制機構７（図１では、規制機
構７の位置を鎖線で示す）を備えている。障子２、３により、枠体５の開口部５Ａが開閉
される。
【００１１】
　なお、建物に設けた建具１を正面からみたときに（図１参照）、上下となる方向が上下
方向であり、左右となる方向が左右方向である。図１では、上下方向は鉛直方向であり、
左右方向は水平方向である。室内外方向Ｓ（図２、図３参照）は、建物に設けた建具１に
おける室内外方向（屋内外方向）である。このように、建具１に関する方向は、建物に設
けた状態での方向で特定する。また、建具１に関して室内側、室外側とは、建物に設けた
状態での室内側、室外側である。室内外方向Ｓは、建具１の奥行方向、及び、障子２、３
の厚み方向である。
【００１２】
　枠体５は、方形状の開口枠（窓枠）であり、建物の開口部に設置される。また、枠体５
は、互いに組み合わされた４つの枠１０～１３（上枠１０、下枠１１、一対の縦枠１２、
１３）を有し、４つの枠１０～１３により、方形状の開口部５Ａを形成する。枠１０～１
３は、枠体５を構成する枠材であり、例えば、押出成形により形成された形材からなる。
上枠１０と下枠１１は、枠体５の上下の横枠であり、枠体５の上部と下部で左右方向（横
方向）に沿って延びる。一対の縦枠１２、１３は、枠体５の左右の側部で上下方向（縦方
向）に沿って延びる。上枠１０、下枠１１、及び、左右の縦枠１２、１３が枠組みされて
、枠１０～１３の端部同士が接続されている。
【００１３】
　上枠１０と下枠１１（図２参照）は、それぞれ枠体５の開口部５Ａの内側に向かって突
出する複数のレール１０Ａ、１０Ｂ、１１Ａ、１１Ｂ（第１レール１０Ａ、１１Ａ、第２
レール１０Ｂ、１１Ｂ）を有している。上枠１０と下枠１１のそれぞれで、レール１０Ａ
、１０Ｂ、１１Ａ、１１Ｂは、互いに並列に形成されて、枠１０、１１の長手方向（左右
方向）に沿って延びる。第１レール１０Ａ、１１Ａは、室外側に位置する室外側レールで
あり、第２レール１０Ｂ、１１Ｂは、室内側に位置する室内側レールである。
【００１４】
　一対の障子２、３は、スライドにより移動するパネル状の可動障子（パネル体）であり
、枠体５の開口部５Ａで引き違い状にスライドする。また、障子２、３は、枠体５の開口
部５Ａにスライド可能（移動可能）に配置されて、開口部５Ａ内で水平方向にスライドし
て移動する。障子２、３のそれぞれのスライドにより、枠体５の開口部５Ａが開閉される
。一対の障子２、３が閉じた状態で、施錠装置４により、一対の障子２、３が施錠される
。施錠装置４による施錠が解除された状態で、障子２、３は、それぞれ開閉方向（開方向
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Ｋ１、Ｋ２、閉方向Ｈ１、Ｈ２）に引き違いにスライドして開閉する。
【００１５】
　障子２、３の開閉方向は、障子２、３を開閉するときの障子２、３のスライド方向（こ
こでは、左右方向）である。障子２、３の開方向Ｋ１、Ｋ２は、障子２、３を開くときに
障子２、３がスライドする方向であり、障子２、３の閉方向Ｈ１、Ｈ２は、障子２、３を
閉じるときに障子２、３がスライドする方向である。従って、開方向Ｋ１、Ｋ２と閉方向
Ｈ１、Ｈ２は、それぞれ障子２、３のスライド方向（開閉方向）の一方側と他方側である
。また、第１障子２の開方向Ｋ１と第２障子３の開方向Ｋ２は、互いに反対方向であり、
第１障子２の閉方向Ｈ１と第２障子３の閉方向Ｈ２は、互いに反対方向である。
【００１６】
　第１障子２は、室内外方向Ｓの一方側に位置する一方側障子であり、第２障子３は、室
内外方向Ｓの他方側に位置する他方側障子である。ここでは、室内外方向Ｓの一方側は、
室外側であり、室内外方向Ｓの他方側は、室内側である。従って、第１障子２は、室外側
障子であり、第２障子３は、室内側障子である。第１障子２は、第１レール１０Ａ、１１
Ａにスライド可能に連結されて、第１レール１０Ａ、１１Ａに沿ってスライドする。第２
障子３は、第２レール１０Ｂ、１１Ｂにスライド可能に連結されて、第２レール１０Ｂ、
１１Ｂに沿ってスライドする。
【００１７】
　第１障子２は、第２障子３の室外側で、開方向Ｋ１と閉方向Ｈ１とにスライドして開閉
するとともに、閉方向Ｈ１へのスライドにより全閉位置Ｆ１に配置される。第２障子３は
、第１障子２の室内側で、開方向Ｋ２と閉方向Ｈ２とにスライドして開閉するとともに、
閉方向Ｈ２へのスライドにより全閉位置Ｆ２に配置される。
【００１８】
　障子２、３の全閉位置Ｆ１、Ｆ２は、障子２、３を完全に閉じたときに障子２、３のそ
れぞれが配置される位置である。障子２、３は、それぞれ開状態から閉方向Ｈ１、Ｈ２に
スライドして、全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置される。一対の障子２、３がそれぞれの全閉位
置Ｆ１、Ｆ２に配置されたときに、枠体５の開口部５Ａが一対の障子２、３により閉鎖さ
れる。また、障子２、３は、それぞれ全閉位置Ｆ１、Ｆ２から開方向Ｋ１、Ｋ２にスライ
ドして、開状態になり、全開位置に配置される。
【００１９】
　障子２、３のそれぞれは、方形状の框体２０、３０と、框体２０、３０内に配置された
パネル２１、３１を有している。第１障子２の框体２０は、方形状に枠組みされた４つの
框２２～２５（上框２２、下框２３、戸先框２４、召合せ框２５）を有し、第２障子３の
框体３０は、方形状に枠組みされた４つの框３２～３５（上框３２、下框３３、戸先框３
４、召合せ框３５）を有している。框２２～２５、３２～３５は、框体２０、３０を構成
する框材であり、例えば、押出成形により形成された形材からなる。パネル２１、３１は
、例えば、複数のガラス板を有する複層ガラスであり、それぞれ框体２０、３０に嵌め込
まれている。
【００２０】
　上框２２、３２と下框２３、３３は、框体２０、３０のそれぞれの上下の横框であり、
框体２０、３０の上部と下部で左右方向（横方向）に沿って延びる。戸先框２４、３４と
召合せ框２５、３５は、框体２０、３０のそれぞれの左右の縦框であり、框体２０、３０
の左右の側部で上下方向（縦方向）に沿って延びる。框２２～２５と框３２～３５がそれ
ぞれ枠組みされて、框２２～２５と框３２～３５のそれぞれの端部同士が接続されている
。
【００２１】
　戸先框２４、３４と召合せ框２５、３５は、開閉方向における障子２、３の端部（縁部
）である。また、戸先框２４、３４は、障子２、３の戸先部であり、障子２、３の閉方向
Ｈ１、Ｈ２側の端部に位置している。召合せ框２５、３５は、障子２、３の召合せ部であ
り、障子２、３の開方向Ｋ１、Ｋ２側の端部に位置している。一対の障子２、３を全閉位
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置Ｆ１、Ｆ２に配置したときに、一対の障子２、３の召合せ框２５、３５は、互いの間に
隙間をあけて、室内外方向Ｓにおいて重なり合う。
【００２２】
　施錠装置４は、クレセントであり、第２障子３に設けられたクレセント錠４Ａと、第１
障子２に設けられてクレセント錠４Ａと係合するクレセント受け４Ｂを有している。クレ
セント錠４Ａは、第２障子３の召合せ框３５に取り付けられた施錠部品であり、クレセン
ト受け４Ｂは、第１障子２の召合せ框２５に取り付けられた錠受けである。
【００２３】
　一対の障子２、３（図３参照）は、召合せ框２５、３５に設けられた煙返し２６、３６
を有している。障子２、３が全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置された状態で、煙返し２６、３６
は、一対の障子２、３の召合せ框２５、３５の間に配置される。また、煙返し２６、３６
は、ヒレ状の突片（煙返し片）であり、室内外方向Ｓにおいて互いに対向して配置される
。第１障子２では、召合せ框２５の煙返し２６は、第１障子２の閉方向Ｈ１に突出して、
第２障子３の召合せ框３５と煙返し３６の間に配置される。第２障子３では、召合せ框３
５の煙返し３６は、第２障子３の閉方向Ｈ２に突出して、第１障子２の召合せ框２５と煙
返し２６の間に配置される。
【００２４】
　規制機構７（図１参照）は、一対の障子２、３の召合せ框２５、３５に設けられて、室
内外方向Ｓに互いに離隔するように召合せ框２５、３５が変位するのを規制する。また、
規制機構７は、召合せ框２５、３５の長手方向（上下方向）の１箇所又は複数箇所に設け
られる。ここでは、規制機構７は、施錠装置４の上側と下側に設けられており、召合せ框
２５、３５の長手方向の２箇所（施錠装置４と上端部の間の箇所、施錠装置４と下端部の
間の箇所）に設けられている。規制機構７を設ける箇所では、煙返し２６、３６を切り欠
いて、召合せ框２５、３５から煙返し２６、３６を除去し、規制機構７の配置空間を召合
せ框２５、３５の間に形成する。召合せ框２５、３５の間で、規制機構７は、上下の煙返
し２６、３６の間に配置される。
【００２５】
　図４は、第１実施形態の建具１を図１のＸ２－Ｘ２線で切断した横断面図であり、一対
の障子２、３の召合せ框２５、３５における規制機構７が設けられた箇所を示している。
　図示のように、規制機構７は、障子２、３の召合せ框２５、３５に設けられた一対の規
制部８、９（第１規制部８、第２規制部９）を有している。規制部８、９は、金属製の規
制部材であり、それぞれ取付具であるビス８Ａ、９Ａにより、召合せ框２５、３５に取り
付けられている。障子２、３が全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置された状態で、規制機構７の一
対の規制部８、９は、一対の障子２、３の召合せ框２５、３５の間に配置されて、室内外
方向Ｓにおいて互いに対向する。
【００２６】
　一対の障子２、３の召合せ框２５、３５は、障子２、３が全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置さ
れた状態で、室内外方向Ｓにおいて互いに対向する壁部２７、３７（対向壁部）を有して
いる。第１障子２では、壁部２７は、召合せ框２５の室内側に位置する室内側壁部であり
、室内側に向けて配置されて、壁部３７の室外側に位置する。第２障子３では、壁部３７
は、召合せ框３５の室外側に位置する室外側壁部であり、室外側に向けて配置されて、壁
部２７の室内側に位置する。第１規制部８は、第１障子２の召合せ框２５の壁部２７に取
り付けられて、壁部２７の室内側に配置される。第２規制部９は、第２障子３の召合せ框
３５の壁部３７に取り付けられて、壁部３７の室外側に配置される。
【００２７】
　障子２、３の召合せ框２５、３５は、障子２、３の開閉方向の一方側（開方向Ｋ１、Ｋ
２側）に位置する端部（一方側端部）である。また、一対の障子２、３の召合せ框２５、
３５のうち、一方の障子２、３の召合せ框２５、３５は、他方の障子２、３の召合せ框２
５、３５と対向する対向部である。このように、建具１は、１つの障子の開閉方向におけ
る端部と、障子が全閉位置に配置された状態で、開閉方向における障子の端部と対向する
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対向部と、障子の端部と対向部に設けられた一対の規制部を備えている。
【００２８】
　開閉方向における障子の端部と対向部は、一対の障子２、３のそれぞれの召合せ框２５
、３５である。ここでは、第１障子２の召合せ框２５（壁部２７）が開閉方向における第
１障子２の端部であり、第２障子３の召合せ框３５（壁部３７）が対向部である。障子２
、３が全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置された状態で、召合せ框２５、３５は、室内外方向Ｓ（
障子２、３の厚み方向）において互いに対向して配置される。第２障子３の召合せ框３５
は、第１障子２の召合せ框２５を拘束する箇所に位置する拘束部であり、規制機構７の一
対の規制部８、９を介して、第１障子２の召合せ框２５を室内外方向Ｓにおいて拘束する
。一対の規制部８、９は、障子２、３が全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置された状態で、第２障
子３の召合せ框３５（対向部）に対する第１障子２の召合せ框２５（端部）の室内外方向
Ｓの変位（ここでは、室外側の変位）を規制する。
【００２９】
　図５は、第１実施形態の規制部８、９を示す斜視図であり、規制部８、９を２つの方向
からみて示している。図６は、第１実施形態の規制部８、９を示す図であり、図６Ａは、
図５の矢印Ｘ３方向からみた規制部８、９の平面図である。図６Ｂは、図６Ａの矢印Ｘ４
方向からみた規制部８、９の側面図であり、図６Ｃは、図６ＡのＸ５－Ｘ５線で切断した
規制部８、９の断面図である。
　図示のように、第１障子２の召合せ框２５の第１規制部８と第２障子３の召合せ框３５
の第２規制部９は、互いに同じ形状に形成された同じ部品である。
【００３０】
　一対の規制部８、９のそれぞれは、障子２、３の召合せ框２５、３５に取り付けられる
取付部８Ｂ、９Ｂと、互いに当接可能な板状の当接部８Ｃ、９Ｃと、取付部８Ｂ、９Ｂと
当接部８Ｃ、９Ｃを連結する連結部８Ｄ、９Ｄと、当接部８Ｃ、９Ｃのそれぞれに設けら
れた外れ止め部８Ｅ、９Ｅと、当接部８Ｃ、９Ｃを誘導する誘導部８Ｆ、９Ｆを有してい
る。取付部８Ｂ、９Ｂは、凹形状に形成されたベース部であり、２つの取付片８Ｇ、９Ｇ
と、２つの取付片８Ｇ、９Ｇの間に形成された空所８Ｈ、９Ｈを有している。取付部８Ｂ
、９Ｂの取付片８Ｇ、９Ｇが召合せ框２５、３５の壁部２７、３７（図４参照）に当接し
、取付片８Ｇ、９Ｇの孔を挿通するビス８Ａ、９Ａにより、取付片８Ｇ、９Ｇが召合せ框
２５、３５の壁部２７、３７に取り付けられている。
【００３１】
　当接部８Ｃ、９Ｃは、それぞれ障子２、３の開閉方向に沿って突出する突片（当接片）
である。連結部８Ｄ、９Ｄは、取付部８Ｂ、９Ｂと当接部８Ｃ、９Ｃに接続して、取付部
８Ｂ、９Ｂから室内外方向Ｓに突出している。取付部８Ｂ、９Ｂと当接部８Ｃ、９Ｃは、
それぞれ連結部８Ｄ、９Ｄの室内外方向Ｓにおける一方側の端部と他方側の端部から障子
２、３の開閉方向（ここでは、閉方向Ｈ１、Ｈ２）に突出して、室内外方向Ｓに並置され
る。連結部８Ｄ、９Ｄにより、当接部８Ｃ、９Ｃは、取付部８Ｂ、９Ｂ及び召合せ框２５
、３５から室内外方向Ｓに離隔した位置に配置される。
【００３２】
　外れ止め部８Ｅ、９Ｅは、室内外方向Ｓに突出する突起部であり、当接部８Ｃ、９Ｃの
それぞれに突出して設けられている。また、外れ止め部８Ｅ、９Ｅは、召合せ框２５、３
５の長手方向に延びるブリッジ状の段部（ブリッジ部）であり、当接部８Ｃ、９Ｃの先端
側に形成されている。誘導部８Ｆ、９Ｆは、障子２、３の閉方向Ｈ１、Ｈ２に対して傾斜
する傾斜部であり、当接部８Ｃ、９Ｃの突出方向（閉方向Ｈ１、Ｈ２）の先端部に設けら
れている。誘導部８Ｆ、９Ｆは、外れ止め部８Ｅ、９Ｅに連続して形成されて、外れ止め
部８Ｅ、９Ｅから当接部８Ｃ、９Ｃの突出方向に突出している。
【００３３】
　当接部８Ｃ、９Ｃは、外れ止め部８Ｅ、９Ｅに対して当接部８Ｃ、９Ｃの突出方向の反
対側（連結部８Ｄ、９Ｄ側）に形成された係合孔８Ｉ、９Ｉを有している。係合孔８Ｉ、
９Ｉは、外れ止め部８Ｅ、９Ｅよりも大きく形成されており、外れ止め部８Ｅ、９Ｅは、
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係合孔８Ｉ、９Ｉ内に配置可能になっている。係合孔８Ｉ、９Ｉは、当接部８Ｃ、９Ｃに
おいて、外れ止め部８Ｅ、９Ｅと連結部８Ｄ、９Ｄの間に位置しており、外れ止め部８Ｅ
、９Ｅと係合孔８Ｉ、９Ｉは、当接部８Ｃ、９Ｃの突出方向において隣り合う。
【００３４】
　取付部８Ｂ、９Ｂは、当接部８Ｃ、９Ｃと召合せ框２５、３５の間に位置する箇所に空
所８Ｈ、９Ｈを有する形状に形成されている。召合せ框２５、３５の長手方向における空
所８Ｈ、９Ｈの寸法は、召合せ框２５、３５の長手方向における当接部８Ｃ、９Ｃの寸法
よりも大きい。取付部８Ｂ、９Ｂの空所８Ｈ、９Ｈは、障子２、３の閉方向Ｈ１、Ｈ２に
向かって開放されており、当接部８Ｃ、９Ｃが配置可能な大きさに形成されている。
【００３５】
　障子２、３が全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置された状態（図４参照）で、空所８Ｈ、９Ｈは
、室内外方向Ｓにおいて当接部８Ｃ、９Ｃと対向する位置に配置される。また、第１障子
２の規制部８の当接部８Ｃは、第２障子３の規制部９の空所９Ｈの箇所で当接部９Ｃと第
２障子３の召合せ框３５の間に配置される。第２障子３の規制部９の当接部９Ｃは、第１
障子２の規制部８の空所８Ｈの箇所で当接部８Ｃと第１障子２の召合せ框２５の間に配置
される。当接部８Ｃ、９Ｃは、互いの間に隙間をあけて、室内外方向Ｓに並置される。
【００３６】
　当接部８Ｃ、９Ｃは、障子２、３の開閉方向において互いに反対方向に突出している。
第１規制部８の当接部８Ｃは、第１障子２の閉方向Ｈ１に突出し、第２規制部９の当接部
９Ｃは、第２障子３の閉方向Ｈ２に突出している。障子２、３が閉方向Ｈ１、Ｈ２にスラ
イドして全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置されたときに、一対の規制部８、９の当接部８Ｃ、９
Ｃは、室内外方向Ｓに互いに対向する対向位置Ｔ１、Ｔ２に配置される。当接部８Ｃ、９
Ｃの対向位置Ｔ１、Ｔ２は、当接部８Ｃ、９Ｃ同士が室内外方向Ｓにおいて当接可能な位
置であり、対向位置Ｔ１、Ｔ２の当接部８Ｃ、９Ｃは、室内外方向Ｓの一方側からみて互
いに重なる位置に配置される。
【００３７】
　第１規制部８の当接部８Ｃの対向位置Ｔ１は、第２規制部９の当接部９Ｃの室内側の位
置であり、第１規制部８の当接部８Ｃは、第２規制部９の当接部９Ｃの室内側に配置され
る。第２規制部９の当接部９Ｃの対向位置Ｔ２は、第１規制部８の当接部８Ｃの室外側の
位置であり、第２規制部９の当接部９Ｃは、第１規制部８の当接部８Ｃの室外側に配置さ
れる。第１規制部８の外れ止め部８Ｅは、相対向する第２規制部９の当接部９Ｃに向かっ
て室外側に突出し、室内外方向Ｓにおいて第２規制部９の当接部９Ｃと対向する。第２規
制部９の外れ止め部９Ｅは、相対向する第１規制部８の当接部８Ｃに向かって室内側に突
出し、室内外方向Ｓにおいて第１規制部８の当接部８Ｃと対向する。
【００３８】
　図７、図８は、第１実施形態の一対の規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃ同士が当接した
ときの建具１を示す横断面図であり、図４と同様に、一対の障子２、３を示している。図
７では、一対の規制部８、９を図６Ｂと同様の側面図で示しており、図８では、一対の規
制部８、９を図６Ｃと同様の断面図で示している。
　図示のように、障子２、３が全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置された状態で、第２障子３の召
合せ框３５に対して第１障子２の召合せ框２５が室内外方向Ｓに変位したときに、一対の
規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃが互いに当接する。その際、第１障子２の召合せ框２５
は、室内外方向Ｓにおける第２障子３の召合せ框３５から離隔する方向（ここでは、室外
側）の力を受けて、通常位置（正常位置）から室外側に移動又は変形する。これにより、
第１障子２の召合せ框２５は、第２障子３の召合せ框３５に対して室外側に相対的に変位
して離隔する。
【００３９】
　一対の規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃは、相対向する召合せ框２５、３５が室内外方
向Ｓに離隔したときに、互いに当接して引っ掛かり、召合せ框２５、３５同士を拘束する
。互いに当接する当接部８Ｃ、９Ｃにより、第１障子２の召合せ框２５が第２障子３の召
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合せ框３５に対して室内外方向Ｓの一方側（ここでは、室外側）に変位するのが停止する
とともに、召合せ框２５、３５同士の室内外方向Ｓの離隔が停止する。一対の規制部８、
９は、当接部８Ｃ、９Ｃにより、第１障子２の召合せ框２５が第２障子３の召合せ框３５
に対して室外側に変位するのを規制するとともに、相対向する召合せ框２５、３５の室内
外方向Ｓへの離隔を規制する。
【００４０】
　一対の規制部８、９の外れ止め部８Ｅ、９Ｅは、係合可能な係合部であり、当接部８Ｃ
、９Ｃ同士が当接した状態で、互いに係合して、当接部８Ｃ、９Ｃ同士が外れるのを防止
する。第２障子３の召合せ框３５に対して第１障子２の召合せ框２５が室外側に変位した
ときには、まず、一対の規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃが互いに当接する。その状態で
、第１障子２の召合せ框２５の変位に伴い、当接部８Ｃ、９Ｃが互いに外れる方向にずれ
たときに、一対の規制部８、９の外れ止め部８Ｅ、９Ｅが互いに噛み合って係合する。そ
の際、当接部８Ｃ、９Ｃは、それぞれの突出方向に沿ってスライドして、互いに外れる方
向に相対的にずれる。
【００４１】
　一対の規制部８、９の外れ止め部８Ｅ、９Ｅは、障子２、３の開閉方向において互いに
当接可能な突起部であり、当接により、互いに引っ掛かる状態で係合する。その際、外れ
止め部８Ｅ、９Ｅは、それぞれの当接部８Ｃ、９Ｃが当接する当接部８Ｃ、９Ｃの係合孔
８Ｉ、９Ｉに入った状態（図８参照）で、互いに係合する。第１規制部８の当接部８Ｃの
外れ止め部８Ｅは、第２規制部９の当接部９Ｃの係合孔９Ｉに入り、第２規制部９の外れ
止め部９Ｅに引っ掛かり係合する。第２規制部９の当接部９Ｃの外れ止め部９Ｅは、第１
規制部８の当接部８Ｃの係合孔８Ｉに入り、第１規制部８の外れ止め部８Ｅに引っ掛かり
係合する。外れ止め部８Ｅ、９Ｅの一部又は全体が係合孔８Ｉ、９Ｉに入った状態で、外
れ止め部８Ｅ、９Ｅが互いに引っ掛かり係合する。
【００４２】
　互いに係合する外れ止め部８Ｅ、９Ｅにより、一対の規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃ
が互いに拘束されて、相対向する召合せ框２５、３５が一対の規制部８、９を介して互い
に拘束される。また、当接部８Ｃ、９Ｃ及び召合せ框２５、３５は、それぞれ障子２、３
の開方向Ｋ１、Ｋ２において拘束される。障子２、３の戸先框２４、３４を中心に召合せ
２５、３５が回動するように変位するときにも、召合せ框２５、３５が拘束される。一対
の障子２、３は、施錠装置４により施錠された状態に維持される。
【００４３】
　障子２、３の召合せ框２５、３５が変位前の位置（通常位置）に復帰するときに（図４
参照）、第１障子２の召合せ框２５は、第２障子３の召合せ３５に対して接近する方向（
ここでは、室内側）に変位して、第２障子３の召合せ３５に接近する。これに伴い、外れ
止め部８Ｅ、９Ｅが互いに離隔して、外れ止め部８Ｅ、９Ｅ同士の係合が解除される。ま
た、当接部８Ｃ、９Ｃが室内外方向Ｓに互いに離隔して、当接部８Ｃ、９Ｃ同士が外れる
。その状態で、障子２、３の開方向Ｋ１、Ｋ２のスライドにより、障子２、３が開き、障
子２、３の閉方向Ｈ１、Ｈ２のスライドにより、障子２、３が閉じる。
【００４４】
　図９は、第１実施形態の建具１の障子２、３が閉じるときの例を示す横断面図である。
　図示のように、召合せ框２５、３５の熱変形等により、召合せ框２５、３５同士の室内
外方向Ｓの間隔が広がることがある。この場合には、障子２、３を閉めるときに、一対の
規制部８、９の誘導部８Ｆ、９Ｆは、次第に接近して互いに接触する。誘導部８Ｆ、９Ｆ
は、障子２、３の全閉位置Ｆ１、Ｆ２に向かうスライドに伴い互いに接触したときに、そ
れぞれ傾斜方向にスライドして、当接部８Ｃ、９Ｃをそれぞれの対向位置Ｔ１、Ｔ２に誘
導する。一対の規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃは、誘導部８Ｆ、９Ｆの誘導により、そ
れぞれの対向位置Ｔ１、Ｔ２に向かって室内外方向Ｓに相対的に変位して、対向位置Ｔ１
、Ｔ２に配置される。その状態で、一対の障子２、３は、全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置され
る。
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【００４５】
　誘導部８Ｆ、９Ｆの誘導により、一対の障子２、３の煙返し２６、３６（図３参照）は
、互いに接触してスライドし、室内外方向Ｓにおいて対向する位置に配置される。煙返し
２６、３６同士が接触することで、一対の規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃ同士が室内外
方向Ｓに離隔する。障子２、３を開くときには、煙返し２６、３６同士が接触することで
、当接部８Ｃ、９Ｃが室内外方向Ｓに互いに離隔した状態に維持されて、外れ止め部８Ｅ
、９Ｅ同士が係合せずに、障子２、３が開方向Ｋ１、Ｋ２にスライドする。
【００４６】
　図１０は、第１実施形態の建具１の障子２、３が閉じたときの例を示す横断面図である
。
　図示のように、召合せ框２５、３５の熱変形等により、召合せ框２５、３５同士の室内
外方向Ｓの間隔が狭まることがある。この場合には、障子２、３を閉めるときに、一対の
規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃは、室内外方向Ｓに隣接する召合せ框２５、３６に接近
して、対をなす規制部８、９の空所８Ｈ、９Ｈ内に配置される。当接部８Ｃ、９Ｃは、規
制部８、９の取付部８Ｂ、９Ｂに接触せずに、対向位置Ｔ１、Ｔ２に配置される。
【００４７】
　以上説明した建具１では、互いに係合する外れ止め部８Ｅ、９Ｅにより、一対の規制部
８、９の当接部８Ｃ、９Ｃ同士が外れるのを防止することができる。そのため、障子２、
３を閉めた状態で、室内外方向Ｓにおける障子２、３の拘束力を向上させることができる
。また、障子２、３の拘束力を高くして、建具１の防犯性及び防火性を向上させることが
できる。一対の障子２、３の召合せ框２５、３５同士の室内外方向Ｓにおける拘束力を向
上させて、召合せ框２５、３５同士の室内外方向Ｓの離隔を抑制することもできる。
【００４８】
　障子２、３の召合せ框２５、３５同士の室内外方向Ｓの間隔が広くなったときには、誘
導部８Ｆ、９Ｆの誘導により、一対の規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃを互いに当接可能
な対向位置Ｔ１、Ｔ２に容易に配置しつつ、障子２、３を閉めることができる。当接部８
Ｃ、９Ｃの外れ止め部８Ｅ、９Ｅが係合孔８Ｉ、９Ｉに入ることで、外れ止め部８Ｅ、９
Ｅ同士の掛かり代（外れ止め部８Ｅ、９Ｅ同士の重なり合う寸法）を大きくして、外れ止
め部８Ｅ、９Ｅを強固に係合することができる。これにより、障子２、３の召合せ框２５
、３５の拘束力を高くすることができる。
【００４９】
　障子２、３が全閉位置Ｆ１、Ｆ２に配置されるときに、一方の規制部８、９の当接部８
Ｃ、９Ｃが他方の規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃの空所８Ｈ、９Ｈ側の位置で移動する
ことで、一方の規制部８、９の当接部８Ｃ、９Ｃが他方の規制部８、９の取付部８Ｂ、９
Ｂに当たり難くなる。これにより、障子２、３の開閉を円滑に行うことができる。
【００５０】
　次に、他の実施形態の建具１について、第１実施形態の建具１と相違する事項を説明す
る。以下の各実施形態の建具１に関し、第１実施形態の建具１の構成に相当する構成には
、第１実施形態の建具１の構成と同じ名称を用い、第１実施形態の建具１と同じ事項の説
明は省略する。
【００５１】
　（第２実施形態）
　図１１は、第２実施形態の建具１に設けられた規制部８、９を示す図である。図１１Ａ
は、規制部８、９の平面図であり、図１１Ｂは、図１１ＡのＸ６－Ｘ６線で切断した規制
部８、９の断面図である。
　図示のように、ここでは、規制部８、９の一部が、第１実施形態の建具１の規制部８、
９と相違している。規制部８、９は、誘導部８Ｆ、９Ｆと係合孔８Ｉ、９Ｉを有していな
い。また、当接部８Ｃ、９Ｃに打ち抜き加工を施すことで、突起部である外れ止め部８Ｅ
、９Ｅが当接部８Ｃ、９Ｃに形成される。
【００５２】
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　（第３実施形態）
　図１２は、第３実施形態の建具１に設けられた規制部８、９を示す図である。図１２Ａ
は、１つの規制部８、９を示し、図１２Ｂは、当接部８Ｃ、９Ｃ同士が当接した一対の規
制部８、９を示している。
　図示のように、ここでは、規制部８、９の一部が、第１実施形態の建具１の規制部８、
９と相違している。規制部８、９は、誘導部８Ｆ、９Ｆ、取付片８Ｇ、９Ｇ、空所８Ｈ、
９Ｈ、及び、係合孔８Ｉ、９Ｉを有していない。また、一対の規制部８、９は、当接部８
Ｃ、９Ｃのそれぞれに、互いに係合する複数の外れ止め部８Ｅ、９Ｅを有している。複数
の外れ止め部８Ｅ、９Ｅの係合により、当接部８Ｃ、９Ｃ同士が外れるのを抑制して、障
子２、３の拘束力を向上させることができる。
【００５３】
　規制部８、９は、例えば、押出成形により形成された形材からなる。当接部８Ｃ、９Ｃ
同士が当接した状態で、複数の外れ止め部８Ｅ、９Ｅの一部又は全部が互いに引っ掛かり
係合する。規制部８、９は、召合せ框２５、３５の長手方向の一部に設けてもよい。これ
に対し、規制部８、９を召合せ框２５、３５の長手方向の全体にわたって設けるようにし
てもよい。この場合には、煙返し２６、３６を召合せ框２５、３５に設けずに、規制部８
、９を召合せ框２５、３５に取り付ける。
【００５４】
　（第４実施形態）
　図１３は、第４実施形態の建具１の横断面図であり、図４と同様に、一対の障子２、３
を示している。
　図示のように、ここでは、規制部８、９の一部が、第１実施形態の建具１の規制部８、
９と相違している。規制部８、９は、取付部８Ｂ、９Ｂ、空所８Ｈ、９Ｈ、及び、係合孔
８Ｉ、９Ｉを有していない。また、煙返し２６、３６が召合せ框２５、３５に設けられず
に、規制部８、９が召合せ框２５、３５に一体に形成されている。規制部８、９は、召合
せ框２５、３５の長手方向の全体にわたって設けられて、召合せ框２５、３５に沿って延
びる。規制部８、９を召合せ框２５、３５に一体に形成することで、規制部８、９を召合
せ框２５、３５に容易に設けることができる。
【００５５】
　（第５実施形態）
　図１４は、第５実施形態の建具１の横断面図であり、規制部８、９の箇所で切断した建
具１を示している。
　図示のように、建具１は、片引き窓であり、枠体５の開口部５Ａは、縦骨（方立）１４
により、左右に区画されている。縦骨１４は、上下方向に沿って配置されて、上枠１０と
下枠１１に取り付けられている。第１障子２は、枠体５に固定された固定障子であり、上
枠１０、下枠１１、縦枠１２、及び、縦骨１４に固定されたパネル２８を有している。第
２障子３は、第１障子２の室内側で開閉方向にスライドして開閉する。
【００５６】
　一対の規制部８、９は、第２障子３の召合せ框３５と縦骨１４に設けられるとともに、
第２障子３の戸先框３４と縦枠１３の対向部１３Ａに設けられている。縦枠１３の対向部
１３Ａは、縦枠１３において戸先框３４と対向する部分である。第２障子３の召合せ框３
５側では、召合せ框３５は、開閉方向における第２障子３の一方側（開方向Ｋ２側）の端
部であり、縦骨１４は、召合せ框３５と対向する対向部である。第２障子３の戸先框３４
側では、戸先框３４は、開閉方向における第２障子３の他方側（閉方向Ｈ２側）の端部で
あり、縦枠１３の対向部１３Ａは、戸先框３４と対向する対向部である。
【００５７】
　第２障子３が全閉位置Ｆ２に配置された状態で、召合せ框３５と縦骨１４は、室内外方
向Ｓにおいて互いに対向し、戸先框３４と縦枠１３の対向部１３Ａは、第２障子３の開閉
方向において互いに対向する。一対の規制部８、９は、召合せ框３５と縦骨１４の間に配
置されて、縦骨１４に対する召合せ框３５の室内外方向Ｓの変位（ここでは、室内側の変
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位）を規制する。また、一対の規制部８、９は、戸先框３４と縦枠１３の対向部１３Ａの
間に配置されて、縦枠１３の対向部１３Ａに対する戸先框３４の室内外方向Ｓの変位（こ
こでは、室内側の変位）を規制する。
【００５８】
　なお、以上の各実施形態では、規制部８、９の外れ止め部８Ｅ、９Ｅが突起部である例
について説明したが、外れ止め部８Ｅ、９Ｅは、突起部以外の係合可能な部分（例えば、
突起部と突起部が入る孔部、突起部と突起部が入る凹部）であってもよい。また、本発明
は、引き違い窓に限定されず、開閉方向にスライドする１つ又は複数の障子を備えた種々
の建具に適用することができる。障子は、框体を有しない障子であってもよい。開閉方向
における障子のいずれか一方側の端部のみに規制部を設けてもよく、開閉方向における障
子の両側の端部に規制部を設けてもよい。障子の端部と対向する対向部は、他の障子の一
部であってもよく、障子以外の建具の一部（例えば、枠体の一部）であってもよい。
【００５９】
　以上のとおり、建具は、開閉方向にスライドする障子を備えた建具であって、
　前記障子が全閉位置に配置された状態で、開閉方向における前記障子の端部と対向する
対向部と、
　前記障子の端部と前記対向部に設けられて、前記対向部に対する前記障子の端部の室内
外方向の変位を規制する一対の規制部と、を備え、
　前記一対の規制部は、前記対向部に対して前記障子の端部が室内外方向に変位したとき
に互いに当接する当接部と、前記当接部のそれぞれに設けられて互いに係合する外れ止め
部と、を有する建具である。
　従って、開閉方向にスライドする建具の障子を閉めた状態で、室内外方向における障子
の拘束力を向上させることができる。
【００６０】
　前記一対の規制部の前記当接部は、前記障子が閉方向にスライドして全閉位置に配置さ
れたときに、室内外方向に互いに対向する対向位置に配置され、
　前記一対の規制部は、前記障子の全閉位置に向かうスライドに伴い互いに接触したとき
に、前記当接部をそれぞれの前記対向位置に誘導する誘導部を有する。
　誘導部の誘導により、一対の規制部の当接部を互いに当接可能な対向位置に容易に配置
しつつ、障子を閉めることができる。
【００６１】
　前記一対の規制部の前記外れ止め部は、前記当接部のそれぞれに突出して設けられて、
互いに引っ掛かる状態で係合する突起部であり、
　前記一対の規制部の前記当接部は、それぞれ当接する前記当接部の前記外れ止め部が入
った状態で、前記外れ止め部同士を係合させる係合孔を有する。
　当接部の外れ止め部が係合孔に入ることで、外れ止め部同士の掛かり代を大きくして、
外れ止め部を強固に係合することができる。これにより、障子の拘束力を高くすることが
できる。
【００６２】
　前記一対の規制部は、前記当接部のそれぞれに、互いに係合する複数の前記外れ止め部
を有する。
　複数の外れ止め部の係合により、当接部同士が外れるのを抑制して、障子の拘束力を向
上させることができる。
【００６３】
　前記障子の端部の前記規制部は、前記障子の端部に取り付けられる取付部と、前記取付
部と前記当接部を連結して、前記当接部を前記取付部から離隔した位置に配置する連結部
と、を有し、前記取付部が、前記当接部と前記障子の端部の間に位置する箇所に空所を有
する形状に形成され、
　前記対向部の前記規制部は、前記対向部に取り付けられる取付部と、前記取付部と前記
当接部を連結して、前記当接部を前記取付部から離隔した位置に配置する連結部と、を有



(13) JP 2021-188349 A 2021.12.13

10

20

し、前記取付部が、前記当接部と前記対向部の間に位置する箇所に空所を有する形状に形
成される。
　障子が全閉位置に配置されるときに、一方の規制部の当接部が他方の規制部の当接部の
空所側の位置で移動することで、一方の規制部の当接部が他方の規制部の取付部に当たり
難くなる。これにより、障子の開閉を円滑に行うことができる。
【００６４】
　建具は、引き違い状にスライドする一対の前記障子を備え、
　前記障子の端部と前記対向部は、前記一対の障子の召合せ框である。
　一対の障子の召合せ框同士の室内外方向における拘束力を向上させて、召合せ框同士の
室内外方向の離隔を抑制することができる。
【符号の説明】
【００６５】
　１・・・建具、２・・・第１障子、３・・・第２障子、４・・・施錠装置、４Ａ・・・
クレセント錠、４Ｂ・・・クレセント受け、５・・・枠体、５Ａ・・・開口部、６・・・
網戸、７・・・規制機構、８・・・第１規制部、８Ａ・・・ビス、８Ｂ・・・取付部、８
Ｃ・・・当接部、８Ｄ・・・連結部、８Ｅ・・・外れ止め部、８Ｆ・・・誘導部、８Ｇ・
・・取付片、８Ｈ・・・空所、８Ｉ・・・係合孔、９・・・第２規制部、９Ａ・・・ビス
、９Ｂ・・・取付部、９Ｃ・・・当接部、９Ｄ・・・連結部、９Ｅ・・・外れ止め部、９
Ｆ・・・誘導部、９Ｇ・・・取付片、９Ｈ・・・空所、９Ｉ・・・係合孔、１０・・・上
枠、１０Ａ・・・第１レール、１０Ｂ・・・第２レール、１１・・・下枠、１１Ａ・・・
第１レール、１１Ｂ・・・第２レール、１２・・・縦枠、１３・・・縦枠、１３Ａ・・・
対向部、１４・・・縦骨、２０・・・框体、２１・・・パネル、２２・・・上框、２３・
・・下框、２４・・・戸先框、２５・・・召合せ框、２６・・・煙返し、２７・・・壁部
、２８・・・パネル、３０・・・框体、３１・・・パネル、３２・・・上框、３３・・・
下框、３４・・・戸先框、３５・・・召合せ框、３６・・・煙返し、３７・・・壁部、Ｆ
１・・・全閉位置、Ｆ２・・・全閉位置、Ｋ１・・・開方向、Ｋ２・・・開方向、Ｈ１・
・・閉方向、Ｈ２・・・閉方向、Ｓ・・・室内外方向、Ｔ１・・・対向位置、Ｔ２・・・
対向位置。
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